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令和７年度学校評議員活用状況報告書 

 

第    回学校評議員会  【令和８年２月 24日（火）実施】 
 
１ 実施概要（協議研究事項を含む） 

・校長挨拶 

・学校の様子について  

  各学年、進路指導係、生徒指導係、生徒会係、商業科 

・匿名性を担保した学校評価アンケートの結果について（全定教頭）    

・ 意見交換 

 
 
２ 今回話題になった事項で特徴的なものとその概要 

・きめ細やかな指導が行われている。ほっとする。 

・地域とのつながりの活動が盛んだと感じている。 

・SNSでの情報発信がある（生徒会、部活動など）ので学校を身近に感じられる。 

・生徒の皆さんに地元企業を知ってもらいたい。どの様なかかわり方をしていけばい 

いか今後も考えたい。 

・現在、松本山雅を呼んで中学生とのスポーツ交流を行っているが、高校生っとも何 

か行って行きたい。 

・商業科ではいろいろな資格を取れてよいという話を聞いている。今後も継続しても 

らいたい。 

・新校舎の工事による部活動への影響はある場合は、地域の施設（公民館など）も活 

用してほしい。 

・匿名性を担保した学校評価について、好意的な評価が多いのは安心できる。しか 

し、授業が簡単だと回答している生徒がいるのは心配である。 

  

 

 

４ 成果と課題（学校評議員会以外の活用状況を含む） 

本校の教育活動及び生徒の様子等については一定の評価をいただいた。また、参観いただ

いた授業での生徒・職員の取組について高く評価をいただくことができた。 

一方、社会問題となっている生徒指導上の課題や感染症の拡大予防に対して、心配の声や

指導に対するご提案、ご助言をいただくことができた。 

また、若者の地域定着に向けて、本校が地域社会から期待されていることに応えていける

ように、今後も様々な取組を進めていきたい。 

評議員会でいただいたご意見、ご助言を真摯に受け止め、今後の教育活動に活かしてまい

りたい。 
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